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▪発  行  所　一般財団法人 日本国際飢餓対策機構
	 Webサイトアドレス	 http://www.hungerzero.jp
	 ｅメールアドレス	 general@jifh.org
	 フェイスブック　	 facebook でハンガーゼロで検索  

▪募金方法　※各種方法で随時受付中、詳しくは電話やウエブサイトで

　①郵便振替　00170-9-68590  一般財団法人日本国際飢餓対策機構
　②他の金融機関からの自動振替③クレジット、デジタルコンビニ

大　阪	 〒 581-0032	八尾市弓削町 3-74-1  
（広島）	 ＴＥＬ (072)920-2225	 ＦＡＸ (072)920-2155
東　京	 〒 101-0062	千代田区神田駿河台２-１ OCC ビル 517 号室  

（東北）　	ＴＥＬ (03)3518-0781	 ＦＡＸ (03)3518-0782
愛　知　〒 460-00１２ 名古屋市中区千代田 2-1９-16 千代田ビル３F
	 ＴＥＬ (052)265-7101	 ＦＡＸ (052)265-7132
沖　縄　〒 900-0033	那覇市久米２-25-8  メゾン久米 20２号　
　　　　ＴＥＬ (098)943-9215	 ＦＡＸ (098)943-9216
U S A 	 Ainote International c/o Mr. Takehiko Fujikawa
             8010 Phaeton Dr. Oakland, CA94605
	 ＴＥＬ(510)568-4939	 ＦＡＸ(510)293-0940  

◦Ｔポイントを利用して「南スーダン・マブイ小学校給食支援」ができます。現在までに746255ポイント（円）のご協力（8884件）がありました。Ｔポイント募金で検索。
◦「つながる募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！

チャイルドサポーター

ハンガーゼロ（日本国際飢餓対策機構 ) は、イエス・キリストの精神に基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。
1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、海外スタッフ派遣、飢餓
啓発を行っています。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、18ヵ国60
のパートナー団体と協力し、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、「こころとからだの飢餓」に応える活動をしています。

ハンガーゼロニュース　第353号　発行日2019 年11 月20 日（毎月20 日発行） 定価15 円　

サポーターお申込み欄 FAX072-920-2155
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申込日 　　　　 年　　月　　日　  NL 353 号

✓ 下記から希望されるものをお申し込みください

□
ハンガーゼロサポーターとして協力します。
	 ①毎月（　　）口	（１口 1,000 円）
	 ②一時募金として　　　　   円協力します。

□ 継続募金（JIFH サポーター）として協力します。
毎月（　　）口	 （１口 500 円）

□ チャイルドサポーター (子ども１人毎月 4,000円）の
説明書（申込書）を送ってください。

□ 郵便自動引落し申込書を送って下さい。

□ その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。
上の申込書をコピーして必要事項を記入の上、FAXまたは郵送にて
大阪事務所までお送りください。届きましたら確認書類等を送らせ
ていただきます。お電話やウエブサイトでも申し込みできます。

Hunger Zero サポーター　現在…4678口

「つながる募金」（旧かざし
て募金）に変わりました。
ソフトバンクスマホの方は、
T ポイントで募金ができます。

Hunger Zero
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2020年３月バングラデシュ・
スタディツアー   最終案内！
日程：2020年３月６〜14日 〈９日間 〉
費用：19万5,000円
※早割：19万円（12 月 20 日申込まで）
　その他諸費用がかかります。
募集人数：12人（最少催行人数10 人）
活動内容：FH バングラデシュの
活動視察。マチュパラ地区でのサ
ポートチャイルドの活動視察、子
どもたちの家庭訪問、異文化交流
や伝統工芸作りの体験などを予定
しています。
募集締め切り：2020年１月６日
問い合わせ：東京事務所

キングダムビジネスから
年末はとくにお早めに

贈り物にどうぞ
フェアトレードのココアとチョコ

【内容】  ココア 1 袋 780円、チョコ
レート２枚（内容おまかせ）760円。
送料 520円／税込 2,060円でお届け。

チャイルドサポーターは 2,000 円
でお届けします。（要支援者番号）

歳末の為、到着日の指定はご容赦
ください。
・お届けは日本国内に限ります。

ハンガーゼロカレンダー
2020年版「地球家族」

　従来の B4 サイズを見直して A4 サ
イズ（掲示時は A3 サイズ）に改訂、
送料込みの価格が実現しました。

（但し例外もあります。下記参照）

【価格】１冊 1,100 円（税、送料込）
※国内へのお届けに限ります。
※３冊までは郵便、レターパックで送料
込みでお届け。（沖縄・北海道も含む）
※４冊以上は宅配便で送料込みでお届
け。恐れ入りますが北海道と沖縄は１梱
包つき 800 円をご負担いただきます。

※ココアとチョコ＆カレンダー共通

【お支払い】後払い
お申し込み：㈱キングダムビジネス
スマートフォンは下記ＱＲコードから
電話注文：06-6755-4877
本年もご愛顧頂き有
難うご ざ いました。
迎 え る 年 も 宜 しく
お願い申し上げます。

クリスマスイベントでアフリカ支援
　コイノニア福音教会は 12 月の
「クリスマス・セレブレイション」

でチャリティ募金をしてください
ます。同イベントは誰でも参加で
き、音楽とダンス、劇など多彩な
プログラムで多数の来会者があり
ます。ハンガーゼロもブース出展

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

します。詳細は同教会の HP まで。
日時	：12月21日㈯16〜18時 〈無料〉
会場	：西宮市民会館アミティホール

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に２万５,000人が
1年間では約1,000 万人が
飢えのために生命を失っています
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高校生のための
国際交流・国際協力 EXPO 2019　　

12 月15 日 ㈰ 10 時から16 時　
高校生が国際課題の理解を深め、
国際協力を身近に感じる場です。
楽しい体験型プログラムも有。
ハンガーゼロもブース出展します。
会場でお会いしましょう！
会　場：	 大阪 YMCA 
　　　   	 大阪市西区土佐堀 1-5-6　　
連絡先：	 大阪市北区茶屋町２-30
　　　   	 ４階（関西 NGO 協議会）
                	TEL：06-6377-5144

写真・ルワンダの農夫
好評

台風被災者緊急募金  活動報告
【クリスマス募金】P.3-5

クリスマスの恵みをアフリカへ
子どもニュース 89号  P.6-7

学校に行けない子どもたち　
                 　漫画・みなみななみ
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今年の「世界食料デー大会」において、ハンガーゼロの
協力団体 “HOLC”（ハンズ・オブ・ラブ・コンゴ）の取り
組みについて、コンゴ民主共和国駐在員ジェローム・カ
セバが報告をしました。その要旨をお伝えします。

コンゴ民主共和国（中部アフリカ）の概要と現状

　首都はキンシャサ。1960 年にベルギーから独立、公
用語はフランス語。面積は234万4,858㎢で日本の6倍。
人口は約7,550万人。９ヶ国と国境を接しています。
　コンゴは、豊かな自然に恵まれ、コバルトやタンタ
ル、銅、ダイヤモンドなどの世界屈指の天然資源埋蔵量
を誇る資源大国ですが、1960年の独立時からその利権
を目的に諸外国の介入を受け、1990 年代には近隣諸国
が同国東部の資源利権を奪い合うコンゴ大戦も発生しま
した。この紛争では 500万人以上の犠牲者が出ました。
また多くの女性や子ども（年間 4万人）が性的暴力の犠
牲になりました。2017年の国連人間開発指数は、世界
189ヶ国中176 位。
　東部では今も紛争が続いていて、280万人が国内避難
民（2014年現在）となっています。

国内避難民パメラさんの取り組みが５つの村に拡大

　2013年、部族間紛争に巻き込まれた130人あまりの
人たちが、徒歩で 500㎞離れた第 2の都ルブンバシに
避難してきていました。その避難民のリーダー・パメラさ
んが、ハンガーゼロの主催で開かれた地域変革（VOC）
セミナーに参加しました。それまで多くの困難の中で無
力さを経験してきたパメラさんは、このセミナーで「ない
もの」ではなく、自分たちに「あるもの」、そこにある資源

を利用して何かを始める、ということに思い至りました。
それを実行しようと、元住んでいた村の近くのプエト地域
で、一緒に避難していた人たちと共同農業を始めました。
栽培したものを家庭で消費し、残りを売ることで生活が
変化しました。
　当初の目標の1日
2 食食べられること
を達成、生活の安定
と村の全ての子ども
たちを学校に通わせ
ることを目標に、家
畜の飼育や換金作物
の栽培など地域にあ

る資源を用いて、持続可能な地域
開発に取り組んでいます。パメラ
さんのプロジェクトは村のモデル
として1つの村から5つの村に広
がっており、ハンガーゼロはこの
取り組みを支援しています。

特別養護老人ホームの復旧をサポート

　ハンガーゼロでは、地元教会ネットワークからの要請
を受け、埼玉県川越市の川越キングス・ガーデンの復旧
サポートに10月16日から3日間入らせていただきまし
た。当時、120人の入居者がおられた当施設。10月13
日午前 2 時頃に、職員が水の音に気が付き平屋建物か
ら廊下で繋がる3 階建て別棟に入居者を避難させ、1人
の犠牲者も出ていません。しかし建物は大きな浸水被害
を受けています。入居者は近隣の施設に受け入れてもらっ
ていますが、1日でも早い復旧が望まれ、ハンガーゼロ
はボランティアの受け入れ体制作りを職員の皆さんと担わ
せていただきました。施設関係者、近隣住民、社会福祉
協議会からのボランティア、地元教会メンバーと非常に多
くの方が来て職員の方々と共に施設内を片付け、泥の掃
き出しをしてくださいました。施設の清掃だけでなく、坂
戸キリスト教会では職員とボランティアさんのために毎日
100 食分の温かい昼食を届けてくださいました。非常に
大きな施設なので、ボランティアでできることは、物品の
片づけと泥の搔き出しくらいで、その後は建設業者にバ
トンタッチとなりました。

長野県で住宅浸水被害者の清掃支援

　翌日、同じく地元教会ネットワークの北信伝道協力会
から支援要請があり長野市に向かいました。活動は10
月30日から11月末までの1ヶ月で、追加派遣としてスタッ
フの孫

そん

と安達が加わりました。最初に入ったお宅は、豊
野町にあり、浅川の氾濫で床上 2m30㎝の浸水です。住
人は早目に避難されたので命は助かりました。すでに知
人の方々の手で、泥を被った畳や家具類は撤去され、床
下の泥だしはほぼ終わっていました。
　家主さんから、「またこの場所に住みたい」という気持

ちを伺い、再スタートができるように床下の泥だしだけ
でなく、壁の撤去も始めました。大勢のボランティアさ
んの手で、毎日毎日1枚、1枚と壁が取り壊され、残っ
ていた家具類もすべて運び出されました。これでカビの

増殖を抑えることができます。（この後は、専門業者によ
る消毒が必要です）。後は窓サッシなどに入り込んだ泥
を丁寧にふき取り、業者さんが入れるようにしておくこと
までがボランティアとしてできることです。家主さんが、1
日でも早く自宅に戻れるようにと活動をしています。

（報告・緊急支援班伊東綾）
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固定観念からの解放 ! そこから始まるコミュニティの変革

毎年発生する自然災害。日ごろからの備えをして必要があることを今回も経験さ
せられています。ハンガーゼロでは災害に備える準備のための学びの場を提供し
ていますので、関心のある方は、general@jifh.orgまでお問い合わせください。

　緊急支援活動にスタッフとして
初めて参加しました。長野の災害
支援室運営担当の伊東スタッフ
の補佐と現場作業に携わりまし
た。浸水住宅での活動と聞き、女
性にできるか不安でしたが、現場
に行って見て災害の後処理は機器
だけで決して解決できるものではなく、人の力が絶対に必要な
こと、そして泥を被った柱や壁を雑巾がけする作業などの細か
い作業に女性の力も不可欠であることを実感しました。また
様々なボランティアさんとの交流や情報交換を通じて多くの
気づきもあり、貴重な経験をさせていただきました。

緊急募金は、郵便振替又はウエブサイトからクレジットカード
決済がご利用できます。
ウエブサイト　https://www.jifh.org
郵便振替　00170-9-68590　日本国際飢餓対策機構
※記入欄に必ず「2019 年台風被災者緊急募金」と明記

緊急支援募金を受付中（12月末まで）

相次いで東日本を襲った台風により被害が広範囲に
拡大する中、ハンガーゼロは 9 月下旬から 11月ま
で、緊急支援班リーダーの伊東を含むスタッフ３名
を２つの被災地に派遣。ボランティア事務局の運営
や現場での活動を行いました。

孫
ソ ン セ ツ

雪／緊急支援に初めて派遣されて学んだこと

防災・減災

台風被災者緊急募金へのご協力を感謝いたします  ［活動報告］

溜まった泥を出す作業をする伊東㊨

写真：北信キリスト教会災害対策室

世界食料デー奈良北大会での現地報告

コンゴにおけるプロジェクトは
2019年のクリスマス募金で
応援ができます。（次頁参照）

換金作物の栽培など持続可能な地域開発が進む

コンゴ民主共和国

ジェローム
駐在スタッフ
世界食料デー
現地報告から



南スーダン／South Sudan　　　　　※［　］は協力パートナー他

［ライフ・イン・アバンダンス］ （西レイク洲、ルンベック）　マブイ小学校の給食支援。
445人の生徒を対象としたこの給食によって空腹のために授業に集中できなかった子ど
もの学習意欲が上がり、中途退学も減っています。給食用の野菜を自分たちで育てるこ
とが始められています。

エチオピア／Ethiopia
［FHエチオピア］　アムハラ州南ゴンダールにおいてFH エチオピアと協力し、エイズ孤

児や極貧家庭の子どもたちが、明るい未来を描くことができるように、子どもとその家
庭や学校を訪問するソーシャルワーカーの配置などの教育支援、病気の治療費や保健
衛生、栄養改善、生計基盤の改善のサポートを行っています。

ケニア／Kenya
［FHケニア］　メルーカウンティ・ブウリ地区の子どもたちが清潔な環境で安心して勉

強を続けられるように、トイレや貯水タンクなど学校に必要な設備を設置する支援。
また、設置した設備を適切に管理していくための学校健康クラブ活動のための支援。

［シープケア学校］　ナイロビ市ソウェトのスラムに暮らす子どもたちのための学校給
食支援。その学校給食を自分たちで継続していくことを目指して、バス事業をシープケ
ア・コミュニティ・センターが考え実施してします。

［コイノニア教育センター］
ナイロビ市のキバガレスラムから通っている子どもたちなど 403 人の給食支援。

ルワンダ／Rwanda
［FHルワンダ］　収入向上と生活の安定を目指し、東部州ニャギハンガの小規模農家
（100 戸）を対象とした農業トレーニングとサポートを行っています。選抜されたモデル

農家10 戸を対象に有機農業のトレーニングも実施。
［ピース国際学校］ 　南部州ニャンザの貧困家庭の子どもたちが小学校を卒業するま

で学校に通い続けられるように学費の支援。

コンゴ民主共和国／D.R.Congo
［ハンズ・オブ・ラブ・コンゴ］　カタンガ州プウェトでの部族間紛争によって国内避

難民となった人々が始めた共同農園が、近隣の５つの村に広がっています。この地域開
発の取り組みを広げるために地域リーダーの育成を支援します。
キンシャサ： 孤児院での給食（週２回）支援、給食の持続可能性のための農業支援。
ルブンバシ： 日曜学校での給食（週２回）支援。
カレミ： ピグミー族とバントゥー族の対立が続くこの地で、プウェトのような持続可能な
地域開発のモデルコミュニティが始まることを目指して、部族間紛争に巻き込まれて国
内避難民となった人々との関係づくりを開始。部族間の和解のためのセミナーや働きか
けを予定しています。

モザンビーク／Mozambique
［FHモザンビーク］　2019年３月にアフリカ南部を襲ったサイクロン・イダイによって、

破壊された学校建物はモザンビークで3,344 校に及びます。このことから学校の再建な
どの支援を行っています。　

天

地

エチオピア
（エイズ孤児支援）

ケニア
（子ども給食支援）

南スーダン
（子ども給食支援）

ルワンダ
（農業支援）

モザンビーク
（サイクロン被災者支援）

コンゴ民主共和国
（コミュニティ変革支援）
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ク
リ
ス
マ
ス
の
恵
み
を
ア
フ
リ
カ
へ

ク
リ
ス
マ
ス
の
恵
み
を
ア
フ
リ
カ
へ

ク
リ
ス
マ
ス
の
恵
み
を
ア
フ
リ
カ
へ

飢餓・貧困のないハンガーゼロ実現のために
　　　　　　　ぜひ応援をお願いいたします

Christmas for Africa 主な募金先

募金目標
 800万円

① 郵便振替 
　 00170-9-68590 一般財団法人日本国際飢餓対策機構  「クリスマス募金」と明記
②WEBサイト
　 「ハンガーゼロ」で検索し、公式ホームページに入り、クレジットカードを利用。
　 スマホは左頁のＱＲから入れます。  泫WEBからの募金受付は12月から
③お電話でも受付いたします
　 大阪事務所TEL.072-920-225又は各事務所までご連絡ください。募金方法は３通り▶
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南スーダン

エチオピア

ケニア

ルワンダ

コンゴ民主共和国

モザンビーク

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
で
は
毎
月
１
千
円
か
ら
の
継
続
支
援
「
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
・サ
ポ
ー
タ
ー
」も
募
集
中
で
す
。詳
し
く
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
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子どもニュース89号 子どもニュース89号

貯
ちょちく

蓄グループ：人々は苦しい生活の中からみんなで少しずつお金を出し合って貯
ちょちく

蓄し、それを借
か

りてヤギの飼
し い く

育を

始
はじ

めたり、小さなお店を開いたり、野
や さ い

菜を作って販
はんばい

売したりして収
しゅうにゅう

入を増
ふ

やしています。また教
きょういくひ

育費や病
びょうき

気になっ

たとき治
ちりょう

療を受けるためにも使われています。

健
けんこう

康を守
まも

る：手を洗
あら

うこと、病
びょうき

気の予
よ ぼ う

防や治
ちりょう

療に対する知
ち し き

識や栄
えいよう

養について

大人も子どもも共に学んで実
じっこう

行、みんなが健
けんこう

康に生活できるよう努
どりょく

力してい

ます。

教
きょういく

育：台
たいふう

風で壊
こわ

れた学校をFHと日本の教
きょうかい

会の人たちの支
し え ん

援を受けて建て直

し、はじめて図
と し ょ か ん

書館（右の写
しゃしん

真）もできました。

スラの子どもたちスラの子どもたちスラの子どもたちスラの子どもたち スラの子どもたちの生活が少しでも良くなって、もっと勉強をすることができるように
FHフィリピンやチャイルドサポーターさん、教

きょうかい
会の人たちが手を差

さ
し伸

の
べています。

みなみななみ

ここはフィリピン　
ルソン島南部のビコール地方
スラという村

こんにちは

わ〜
にぎやかー

子どもは７人で
孫
まご

もいっしょに

ぼくらも昔
むかし

地元の小学校に

通
かよ

ったよ
行ってきまーす
小学校

君たち

学校は？

スラには中学校も
高校もないからね
隣
となり

の島の高校へ入学して
少しだけ通

かよ

ったけど

行ってないよ

漁
りょうし

師をしてる

他の仕
し ご と

事は

ここにはないし

なのに半年続く

雨
う き

季には　ほとんど

魚が獲
と

れない。

最
さいきん

近は魚も少なくなって

家
か

族
ぞく

が食べるものも

足りなくて大
たいへん

変だよ

通
つうがく

学のボート代や
昼ごはん代が
払
はら

えなくて
高校卒

そつぎょう

業したかったけど

お金がないから

高校には

行けなくなった
そうだったの

水？ スラには水
すいどう

道は

ないんだ

水
みず

汲
く

みに行かないと

でもこの辺の水は

塩
しおみず

水だから

飲
の

むならお店で

買ってね

食
しょくじ

事はだいたい
お米と魚だけ

畑で野
や

菜
さい

を

育
そだ

てたいけど

塩
しおみず

水だから

野
や

菜
さい

が育
そだ

たない 米と塩だけの日
もある

水も畑もダメ
食べ物も栄

えいよう

養も足りない
この島の７割

わり

の人は
みんな貧

まず

しい
学校にも行けない
どうにもできない

いいところ

一つもないね

この島は

そんなことない！

この島だって

私たちにだって

できることはあるよ！

きっと！

学校のことや

生活のこと

みんなで少しずつ

もっといいところに

変えて行けたらいいね

❺ フィリピン・スラの子どもたち

学
が っ こ う

校に行
い

けない
子
こ

どもたち

①

④ ⑤

⑥ ⑦

③②
⑪

⑧

⑨ ⑩


